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毎週水曜、区役所本庁舎の窓口時間を午後7時まで延長しています。取り扱い業務の詳細については各担当窓口へご確認ください。

平
成

年
中
の
都
内
に
お
け
る
振

26

り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊

詐
欺
被
害
は
︑
�
︑
�
�
�
件
︑
被
害

額
は
約

億
円
︑
区
内
で
も

件
︑

80

72

約
�
億
�
︑
�
�
�
万
円
も
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
︒

都
内
の
被
害
者
の
う
ち
︑

歳
以

65

上
の
高
齢
者
が
全
体
の
約
�
割
を
占

め
て
お
り
︑
犯
人
グ
ル
ー
プ
は
︑
高

齢
者
の
自
宅
に
︑
言
葉
巧
み
に
さ
ま

ざ
ま
な
手
口
で
だ
ま
し
の
電
話
を
か

け
て
き
ま
す
︒

そ
こ
で
︑
被
害
防
止
の
た
め
﹁
自

動
通
話
録
音
機
﹂
�
�
�
台
を
無
償

で
貸
与
し
ま
す
︒
こ
の
録
音
機
は
︑

電
話
の
呼
び
出
し
音
が
鳴
る
前
に
︑

発
信
者
︵
犯
人
︶
に
対
し
て
警
告
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
た
め
︑
発
信
者

︵
犯
人
︶
が
通
話
を
断
念
し
て
︑
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
︒

▢人
原
則
︑
区
内
在
住
で

歳
以
上

65

の
方
が
い
る
世
帯
�
�
�
世
帯
︵
抽

選
︶

な
お
︑
可
決
さ
れ
た
議
案
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
︒

○
条
例
案
件
︵
�
件
︶

﹁
江
東
区
特
別
区
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
﹂
な
ど

○
契
約
案
件
︵

件
︶

13

﹁
江
東
区
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
請
負
契
約
﹂
な
ど

平
成

年
第
�
回
区
議
会
定
例
会

27

が
︑
�
月
�
日
か
ら
�
月

日
ま
で

29

︵
会
期

日
間
︶
開
か
れ
ま
し
た
︒

21

今
回
の
定
例
会
で
は
︑
﹁
江
東
区

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
請
負

契
約
﹂
な
ど

議
案
に
つ
い
て
審
議

23

さ
れ
︑
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
︒

○
そ
の
他
の
案
件
︵
�
件
︶

﹁
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
﹂
な
ど

○
意
見
書
︵
�
件
︶

﹁
障
が
い
者
の
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
国
庫
補
助
金
の
費
用
負
担

に
関
す
る
意
見
書
﹂
な
ど

※
本
会
議
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

▢問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

☎
︵
�
�


�
︶
�
�




第
�
回
区
議
会
定
例
会
終
わ
る

江
東
区
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
請
負
契
約
な
ど
を
可
決

※
警
視
庁
が
別
に
貸
与
し
て
い
る
自

動
通
話
録
音
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る

世
帯
に
は
貸
与
で
き
ま
せ
ん
︒

※
申
し
込
み
が
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は

月


日
︵
火
︶
以
降
︑
先
着

順
で
貸
与
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
︒

﹇
貸
与
決
定
の
通
知
﹈

�
月

日
︵
水
︶
以
降
︑
貸
与
が

29

決
定
し
た
方
に
貸
与
決
定
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
︒

﹇
貸
与
場
所
﹈

危
機
管
理
課
︵
区
役
所
隣
防
災
セ

ン
タ
ー


階
�
番
︶
※
貸
与
決
定
通

知
書
と
引
き
換
え

▢締
�
月

日
︵
月
︶
必
着

27

▢申
�
月

日
︵
月
︶
か
ら
危
機
管

13

理
課
︑
各
出
張
所
に
あ
る
申
込
書

︵
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

可
︶
に
記
入
し
︑
〒

︱

区
役
所
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8383

危
機
管
理
課
防
犯
担
当
へ
郵
送
︑
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�


�
)


�
�
�

℻

(
�
�


�
)
�
�
�
�

区
で
は
店
舗
や
診
療
所
な
ど
で
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
実
施
す
る

際
︑
工
事
費
の
一
部
を
助
成
す
る

﹁
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備

助
成
﹂
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

店
舗
等
を
車
い
す
の
方
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
出
入
口
の
段
差
の
解
消

お
よ
び
ス
ロ
ー
プ
の
整
備
︑
自
動
ド

ア
の
設
置
の
ほ
か
︑
ト
イ
レ
に
手
す

り
を
設
置
す
る
な
ど
の
改
修
工
事
も

対
象
と
な
り
ま
す
︒

改
修
工
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す

の
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
︵
区
役
所
�
階
︶
︑
各
出
張
所

等
で
本
事
業
を
案
内
す
る
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
︒

﹇
対
象
建
築
物
﹈物
販
店
舗
︑
飲
食
店

サ
ー
ビ
ス
店
舗
︑
医
療
等
施
設
ほ
か

※
こ
の
他
に
も
対
象
と
な
る
建
築
物

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
︒

﹇
助
成
件
数
﹈
�
件

﹇
助
成
額
﹈改
修
工
事
費
の
�
分
の
�

以
内
の
額
︵
上
限

万
円
︶

30

▢問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く

り
担
当

☎
(
�
�


�
)
�
�

�

パ
ル
カ
レ
ッ
ジ
は
︑
男
女
共
同
参

画
の
視
点
か
ら
︑
自
分
の
生
き
方
や

家
族
︑
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

学
び
︑
考
え
︑
実
践
へ
と
つ
な
げ
る

学
習
講
座
で
す
︒
普
段
の
生
活
︵
家

庭
・
子
育
て
な
ど
︶
で
︑
な
ん
と
な

く
心
が
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

第

期
の
パ
ル
カ
レ
ッ
ジ
は
︑
そ

23

ん
な
モ
ヤ
モ
ヤ
に
つ
い
て
考
え
︑
周

囲
と
の
関
係
を
見
つ
め
な
が
ら
心
の

芽
を
育
て
る
自
分
磨
き
の
時
間
と
な

っ
て
い
ま
す
︒

ワ
タ
シ
ら
し
い
生
き
方
を
見
つ
け

て
︑
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
ま
し

ょ
う
︒

▢時
�
月
�
日
・

日
・

日
︑

10

17

10

月
�
日
・

日
・

日
・

日
︵
木
曜

15

29

全
�
回
︶
午
前

時
～
正
午

10

▢場
江
東
区
役
所

▢人
男
女

人
30

︵
未

受

講

者

を

優

先

し
︑
抽

選
︶

▢費
無
料

▢内
専
門
講
師
に
よ
る
講

義
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

江
東
区
で
飲
食
店
で
の
創
業
を
目

指
す
方
を
対
象
に
︑
創
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
︒

﹁
創
業
に
必
要
な
手
続
き
は
？
﹂

﹁
創
業
資
金
は
？
﹂﹁
物
件
選
び
の
ポ

イ
ン
ト
は
？
﹂
な
ど
︑
創
業
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
や
課
題
が
あ
り
ま
す
︒

当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
飲
食
店
創
業
経

験
の
あ
る
講
師
か
ら
創
業
の
基
礎
や

ポ
イ
ン
ト
を
実
践
的
に
学
び
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
・

日
︵
土
曜
全
�

12

回
︶
午
後
�
時
半
～
�
時
半

▢場
産
業
会
館
�
階
第
�
会
議
室

︵
東
陽


︱

�
︱

︶
18

▢人
区
内
在
住
・
在
勤
で
︑
両
日
参

加
で
き
︑
創
業
を
考
え
て
い
る
方
20

人
︵
抽
選
︑
�
月

日
︵
火
︶
以
降
抽

28

選
結
果
を
通
知
︶

▢保
幼
児
︵
�
歳
�
か
月
～
就
学
前
︑

無
料
︑
申
込
時
要
予
約
︶

▢締

月

日
︵
火
︶
必
着

11

▢申
�
月

日
︵
木
︶
か
ら
電
話
︑

16

窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
︑
は
が
き
に

①
江
東
区
パ
ル
カ
レ
ッ
ジ
②
氏
名

︵
ふ
り
が
な
︶
③
性
別
④
住
所
⑤
電

話
番
号
⑥
生
ま
れ
年
⑦
パ
ル
カ
レ
ッ

ジ
受
講
経
験
の
有
無
⑧
保
育
希
望
の

方
は
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
生
年
月
日

・
性
別
・
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
保
育
室
利
用
経
験
の
有
無
を
記

入
し
︑
〒

︱

東
陽


︱

︱

�

135

0016

11

︵
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
内
︶
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
仮
事
務
所

へ
※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込

で
き
ま
す
☎
︵
�
�

�
︶
�
�


�

℻

(
�
�

�
)
�
�


�

▢費
無
料

▢内
創
業
の
基
礎
︑
創
業

計
画
や
資
金
調
達
︑
物
件
選
定
ポ
イ

ン
ト
︑
新
規
顧
客
対
策
︑
リ
ピ
ー
ト

対
策
等

▢師
小
峯
孝
実
︵
中
小
企
業
診
断
士
︶

▢締
�
月

日
︵
月
︶

27

▢申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
︑
メ
ー

ル
に
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④

計
画
し
て
い
る
飲
食
業
を
記
入
し
︑

経
済
課
産
業
振
興
係
へ

☎
(
�
�


�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�


�
)
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今
年
は
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て

年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
︒
そ
こ

70で
江
東
区
が
こ
れ
ま
で
収
集
し
保
存

し
て
き
た
戦
時
下
か
ら
終
戦
直
後
の

生
活
︑
戦
災
︑
学
童
疎
開
︑
戦
傷
病

者
が
使
用
し
た
用
具
・
器
具
等
に
関

す
る
資
料
を
公
開
し
︑
江
東
地
域
に

と
っ
て
の
戦
争
を
振
り
返
り
ま
す
︒

太
平
洋
戦
争
の
記
憶
は
︑
日
本
人

が
最
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
︑
語
り

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歴

史
で
す
︒
ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
木
︶
～
�
月

日

23

13

︵
日
︶
午
前
�
時
半
～
午
後
�
時
︵
入

館
は
午
後


時
半
ま
で
︶
※
毎
週
月

曜
︵
祝
日
の
場
合
は
翌
日
︶
休
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
開
催

特
別
展
で
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料

に
つ
い
て
︑
詳
し
く
解
説
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
後
�
時
～

26

※
い
ず
れ
も

▢費
大
人
�
�
�
円
︑

小
・
中
学
生

円
︵
観
覧
料
︶

50

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢場

▢問
中
川
船
番
所
資
料
館
︵
大

島
�
︱

�
︱

︶
15

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
華
道
と

茶
道
の
教
室
で
す
︒
華
道
展
や
お
茶

会
も
行
い
ま
す
︒
礼
儀
作
法
と
創
造

性
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
︒

▢時
生
け
花
：
�
月

日
～

月

12

10

17

日
の
土
曜
︵
全
�
回
︶
午
後
�
時
～

�
時
︑
お
茶
：

月

日
～

月

10

24

11

28

日
の
土
曜
︵
全
�
回
︶
午
後
�
時
半

～
�
時

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

︵
東
陽


︱

︱

�
︶

11

▢人
小
・
中
学
生

人
︵
抽
選
︶

40

▢費
�
�
︑
�
�
�
円
︵
全

回
分
)

12

▢師
江
東
区
茶
華
道
会

▢締
�
月

日
︵
金
︶

24

▢申
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
に
電
話

ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�
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�
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